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論文内容の要旨

生物の棲息する光環境に対応する適応の方法を理解するため， トカゲ亜日に属するトカゲ，ヤモリの視細胞と視物

質を比較解析した。トカゲ亜日に属する昼行性トカゲ，夜行性ヤモリおよび昼行性ヤモリでは，先祖型の昼行性トカ

ゲより夜行性ヤモリが分化し，さらに昼行性ヤモリへと分化したと考えられている o

(1 )昼行性トカゲ視細胞の形態学的分類と免疫組織化学的解析

3 種の昼行性トカゲにおいて，網膜の視細胞と視物質をマーカーとして，形態学的，免疫細胞化学的に解析し， 4 

種類の錐体視細胞に分類した。昼行性トカゲでは一般に， 4 種類の錐体視細胞が存在することが示唆された。

(2)発色団の解析

視物質の吸収極大波長は，オプシン部分のアミノ酸配列と，発色団の化学構造の違いにより決まるので，昼行性ト

カゲの視物質の発色団を解析した。その結果， トカゲの種によっては，視物質の吸収極大波長を長波長側へ移動させ

る発色団を利用していることを示した。

(3)昼行性ヤモリ視物質遺伝子の一次構造の解析と発現する視細胞の同定

昼行性ヤモリの網膜 cDNA より， 3 種類の視物質遺伝子を単離し，これらが発現する視細胞を明らかにした。そ

の結果，昼行性ヤモリと夜行性ヤモリでは，視細胞の形態は異なるものの，同じタイフ。の視細胞には，系統的に近い

視物質遺伝子が発現していた。つまり，両ヤモリの梓体および錐体が，同一の起源視細胞から派生してきたといえる。

また，視物質の一次構造のアミノ酸置換速度を解析したところ，光環境が変化したことが進化の過程においてアミノ

酸置換を速めたと考えられた。

4) 昼行性ヤモリ視細胞に発現するピノプシン

昼行性ヤモリ網膜 cDNA より，上記 3 種類の視物質遺伝子に加えて，網膜外光受容タンパク質・ピノプシン相同

物の cDNA を単離した。この抗血清を作成し，免疫組織化学的に解析し，これを発現する視細胞を明らかにした。

また，松果体にも発現細胞を見つけ，これらが同一の遺伝子産物であることを，松果体 cDNA クローニングにより

示した。昼行性トカゲや夜行性ヤモリにおいては，松果体には， ピノプシン発現細胞が存在するが，網膜には見られ

ないことが明らかとなった。昼行性ヤモリは一旦夜行性であった時代を経ているので，ゲノム中に存在する光受容タ

ンパク質・ピノプシンを網膜でも発現させるという形で，夜行性であった時代に失った色覚領域を補っているという

適応の結果であるとも考えられた。
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以上の結果より， トカゲ亜日では，それぞれの棲息する光環境に対して. (1)視細胞の形態の変化. (2) 発色団の変

化. (3) 視物質の一次構造の変異，だけでなく，昼行性ヤモリの網膜にピノプシン発現視細胞が出現したような. (4) 

発現調節の変化等による新たな種類の視物質を発現する視細胞の獲得， といった適応方法が存在すると考えられた。

論文審査の結果の要旨

谷口友紀君提出の論文は.Il\ê虫類ヤモリ類の，生息する光環境と備えている視物質の種類に関するものである o 昼

行性ヤモリは，昼行性トカゲから夜行性トカゲ，ヤモリを経て進化したと言われている O 谷口君はまずそれらの進化

の過程で，視細胞の形態が，錐体型から梓体型を経て錐体型へ変化したことを確認した。そして昼行性ヤモリの持っ

ている視物質 cDNA をクローン化し，全塩基配列を決定し，アミノ酸配列を推定した。またそれらの cRNA による

in-situ-hy bridization や抗体染色法により，発現する細胞を確認した。その結果，昼行性トカゲでロドプシンを失い，

夜行性ヤモリで青感受性視物質を失って，昼行性ヤモリでは，赤，緑紫感受性視物質以外に，他の生物では松果体で

しか発現していないというピノプシンが網膜で発現しているを明らかにした。この結果は単に視物質の進化の研究に

貢献するだけでなく， ダーウィンの進化論では明確でない，環境因子が分子的進化に及ぼす影響についての確実な知

見を与えるものであり，進化に対する考え方にも大きく寄与するものであるo よって博士(理学)の学位論文として

認める。
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